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１ 県南地方の概況 

 

(1) 地勢 

 当事務所が管内とする県南地方は、首都圏から東北圏への入口に当たる福島県の最南端に位置し、

栃木県・茨城県に接し、白河市をはじめとする１市４町４村からなり、その面積は１,２３３.２４ｋ

㎡で、県土の１３,７８２.７５ｋ㎡の８.９％を占め、いわき市（１,２３１.３４ｋ㎡、約３５万４

千人、１２万９千世帯）とほぼ同じ面積である。 

 東部に阿武隈山系、西部に奥羽山系、南部に八溝山系があり、西白河地方のほぼ中央を北に向かっ

て流れる阿武隈川と東白川地方の南部を南東に向かって流れる久慈川の流域に沿って平野部が開けて

いる。 

 主な山岳としては、阿武隈山系には朝日山（７９７.３ｍ）、和尚山（８０４.０ｍ）、八溝山系には、

八溝山（１,０２２.２ｍ）、奥羽山系には三本槍岳（１,９１６.９ｍ）、大白森山（１,６４２.０ｍ）

及び甲子山（１,５４９.０ｍ）等があり丘陵地を形成している。 

 気候は、複雑な地形と山系の接近によって山岳気候の影響を強く受け、管内西部に位置する西白河

地方では比較的冷涼で気温が低く、降水量が多いのに対し、東南部の東白川地方は比較的温暖で積雪

は極めて少ない。 

 なお、福島県白河合同庁舎の標高は３５６.６３ｍとなっている。 

 

(2) 人口 

 管内の人口は、平成１８年１０月１日現在１５３,１３２人（４９,２５０世帯）で、県人口２,０８０,１８６人の７.４％（世帯数では６.９％）を占め

ている。 

 管内の人口推移は、昭和４５年の１４０,７７２人から昭和５０年に１４０,３７５人と減少したものの、以後は高速交通体系の整備、企業立地等により

増加傾向に転じ、平成２年と比較すると、県全体では１.１３％の減少となる中、１.０４％の増加となっている。 

 西白河郡、東白川郡別における伸び率（平成２年との比較）をみると、西白河郡が５.３％と増加しているが、東白川郡では▲１０.４％となっている。 

 市町村別では、西白河郡の西郷村で２１.４％（平成２年との比較）の伸び率を示す一方で、東白川郡の矢祭町で▲１１.６％、塙町で▲１２.３％、鮫

川村で▲１８.８％となっている（※西白河郡には白河市を含む）。 

南会津地方 

会津地方 

県北地方 

県中地方 

相双地方 

いわき地方 
県南地方 
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県南地方の人口推移
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県南地方の世帯数推移
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(3) 社会経済的条件 

 管内は東北縦貫自動車道、国道４号、東北新幹線といった東日本交通の大動脈上に位置する極めて有利

な地理的条件を基盤としており、加えて平成５年福島空港の開港により、「航空」・「新幹線鉄道」・「高速自

動車道路」による高速交通網の整備が進み、近年企業の進出も一段と活発化している。これらの地理的条

件を生かした品質がよく、鮮度の高い安全・安心な農産物の首都圏へ向けた主産地としての首都圏農業の

確立を進めている。 

 

(4) 管内の概況 

① 白河市 

 白河市は、県南地域の中心都市として、地域全体に多様な影響を及ぼしているが、その人口規模、都市

機能、就業機会等から、地域をリードしているが、商圏等の面では、県中地域に多くを依存している状況である。 

 白河市は、将来中核都市としての機能を十分果たし得るものとするため、「白河地方基幹都市構想」等に基づき、

東北新幹線を利用した通勤圏のメリットを生かした開発、豊かな自然と共存した高機能都市づくりを進めている。 
 農業は米を中心にユリ・トマトの生産が多く、高速交通網を生かし首都圏方面への出荷が行われている。 
 平成１７年１１月７日に白河市、表郷村、東村、大信村が合併し、面積３０５.３０ｋ㎡、人口６６千人の白河市

が誕生した。 
 

② 西白河郡（西郷村・泉崎村・中島村・矢吹町） 
 西白河郡は４町村で構成されており、一部を除いてはいずれも面積は比較的小さく、狭隘で人口も小規模であるが、
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それぞれの立地条件を最大限に生かして、特色ある地域づくりを推進しているところである。 

 この西白河郡は、国道４号、東北自動車道沿いの平坦部に位置していることから立地条件を生かして積極的に企業誘致に努め、県中地域までに及ぶ広

範な通勤圏域を背景とした安定的な就業機会の創出等、地域づくりに努めている。 

 農業は米を中心にレタス・ブロッコリー・トマトの生産が多く、畜産も盛んである。 
 

③ 東白川郡（棚倉町・矢祭町・塙町・鮫川村） 
 東白川郡は、４町村で構成されており、阿武隈・八溝山系に囲まれた山間部にあり、産業構造の大きな変化のなかで、地域人口は引き続き減少し、県

平均を上回る高齢化が進行している。 

 東白川郡の４町村は一体となって、企業誘致や交流人口の増大を図ることをねらいとした各種施設の整備、新たな産業おこし等によって、地域の活性化

に努めている。 

 農業は米を中心に畜産、花きの生産が多く、また、県内でも有数のスギ・ヒノキを中心とした林業地帯であり、良質な素材の供給を行っている。 
 

(5) 農林業の概要 

① 耕地面積・森林面積 
 管内の土地面積は１２３,３２４ｈａで、耕地面積（田＋畑）は１８,１０１ｈａで土地面積の１４．７％を占めている。 

 耕地面積の内訳を見ると、田は１２,３１３ｈａ（６８.０％）で、畑が５,７８８ｈａ（３２.０％）となっている。 

 また、民有林・国有林を合わせた森林面積は８１,７６７ｈａで、土地面積の６６.３％を占めている（※西白河郡には白河市を含む。（以下同じ））。 
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② 農作物作付け延べ面積・耕地利用率 
 平成１７年度における管内の農作物作付け延べ面積は１５,６９１ｈａであり、昭和６０年度の２０，４６２ｈａの７６．７％に減少している。 

 また、平成１７年度における市町村別耕地利用率を見ると、最も高いのは中島村で９６．２％、最も低いのは塙町で７９．５％である。 

県南地方の農作物作付延べ面積の推移
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③ 耕作放棄地 

 平成１７年の管内の耕作放棄地は１,５００ｈａで、県全体の１６,１５４ｈａの９.３％を占めている。 

 また、土地持ち非農家を含めると、１，９５６ｈａとなり、県全体の９．０％を占めています。管内の耕作放棄地面積の伸びは、県全体の推移を上回

り、昭和５５年と比較し１１．６倍（県全体７.２倍）となっており、特に東白川郡で１７．８倍と高い伸びを示している。 

耕作放棄地面積の推移
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20 日後 

３カ月後 

棚倉町（遊休桑園への肉用牛放牧） 

かつて大活躍だった桑園も、養蚕業の縮小により放置され

るようになり、こうした遊休桑園は福島県内に約３０００ｈ

ａあると言われている。傾斜がきつい遊休桑園を畑にして使

うことは難しいため、牛を放して放牧地として利用する。放

牧は全国的にも見直されつつあり、牛の健康に良く、経費削

減と労働力削減で農家経営にプラスになる。桑園を放牧地と

してよみがえらせれば、遊休農地の解消、和牛繁殖経営の改

善になる。 
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④ 農家数・林家数 

 管内の平成１７年度における総農家数は１０,２１９戸で、その内訳を見ると、販売農家が８,５３２戸で８３.５％、自給的農家が１,６８７戸で１

６.５％をそれぞれ占めている。また、平成１７年度における市町村別農家数を見ると、最も多いのは白河市で１，２２１戸、最も少ないのは旧大信村

で５０８戸である。 

 また、管内の林家数は、4,473 戸で、県全体の 10.6％を占めています。 
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⑤ 就業者構造 

 管内の平成１７年における就業者総数（１５歳以上）は７６,３２１人で、産業別の内訳は、第１次産業が８,６２３人で１１.３％、第２次産業が２

９,７４１人で３９.０％、第３次産業が３７,５９４人で４９.３％をそれぞれ占めている。 

 また、第１次産業就業者の内訳を見ると、農業が８,３１０人で９６.４％、林業が３０４人で３.５％、漁業が９人で０.１％となっている。 
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２ 農業の担い手の状況 

(1) 農家人口 

 管内の平成１７年の農家人口は４７,７１２人で、昭和６０年の６６,８８９人から１９,１７７人（▲２８．７％）減少している。 

 方部別では平成１７年の農家人口と昭和６０年の農家人口を比べると、西白河郡が２９.７％減少、東白川郡が２６．９％減少しており、年々農業離

れが進んでいる。 
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(2) 農業就業人口 
 県南地方の自家農業に主として従事した世帯員である農業就業人口は、平成１７年、１３,５４６人で、担い手の高齢化や農業後継者の不足などによ
り、昭和６０年の２０,７５０人からに７,２０４人（▲３４.７％）減少している。 
 また、６５歳以上の農業就業人口は、昭和６０年の４,１３１人から平成１７年には８,１６０人と増加しており、農業就業人口が減少する中、６５歳
以上の就業人口が増加するなど高齢化も急速に進んでいる。 

 

1,646 3,123

6,123 1,725

3,740 5,037

8,458 1,858

5,386 8,160

16,619 4,131

53,223 81,787

175,551 53,074

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（人）

S60

H17

S60

H17

S60

H17

S60

H17

福
島

県
県

南
地

方
西

白
河

郡
東

白
川

郡

農業就業人口

６５歳未満 ６５歳以上

６５歳以上の割合の推移

23.2%

32.5%

43.7%

54.9%
60.6%

19.9%

28.5%

42.0%

54.6%
60.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

昭和６０年 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年

福島県

県南地方
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(3) 認定農業者 

 将来の農業・農村の振興・活性化の担い手として期待されている農業経営基盤強化促進法に基づく管内の認定農業者数は、平成１９年３月末現在５０

８経営体（うち農業法人は４０名、女性農業者は１１名）となっており、県内の認定農業者数６,１３３人のうち８．３％を占めている。 

認定農業者の推移（実数）

60 122 170 215 249 272 296 337 361 394 410 441
508

963

2,005
2,562

3,396
4,001

4,380
4,892 5,124 5,309 5,362 5,601

6,133

4,549

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（人）

0

100

200

300

400

500

600
（人）県南地方 福島県

 
(4) エコファーマー 

 「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律」に基づき、農業生産方式（たい肥等による土づくりと化学肥料・農薬の使用の低減を一体的

に行う生産方式）に関する「導入計画」を策定し、認定を受けた管内のエコファーマーは、平成１９年３月末現在５７４名（認定件数７２８件）となっ

ている。市町村別では西白河郡で４３３名、東白川郡で１４１名となっている。 

 作付面積は７００．５ｈａで内訳は、水稲６０４．１ｈａ（８６．２％）、野菜５１．０ｈａ（７.３％）、果樹４４.９ｈａ（６．４％）、穀類０．５

ｈａ（０．１％）となっている。 

県南地方の部門別エコファーマー

367

260

96 5

水稲

野菜

果樹

穀類

総数
７２８件

県南地方の方部別エコファーマー

433

141

西白河郡

東白川郡

総数
５７４人
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(5) 新規就農者 

 管内の平成１８年の新規就農者は８名で、就農区分別では、新規学卒者２名、Ｕターン者５名、新規参入者は１名である。 

就農区分別新規就農者の推移（県南地方）
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2
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新規学卒
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新規就農者の推移
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76

93 92
99

114
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120
128
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160 165

116
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H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（人）

0

5

10

15

20

25（人）

県南地方 福島県

 

(6) 家族経営協定 

 家族経営が中心となっている農業が魅力ある職業となり、男女を問わず、意欲をもって働けるようにするためには、家族一人ひとりの役割と責任が明

確になって、それぞれの意欲と能力が十分に発揮できる環境づくりが重要である。 

 特に、女性や若い農業者がそれぞれ個人として尊重され、経営のパートナーとして位置付けられることが重要である。これを実現するために、農業経

営を担っている家族みんなで話し合って決めるルールが「家族経営協定」である。 

 県南地方では、平成１９年３月末までに７０件の家族経営協定が締結されおり、協定内容別では、夫婦２者協定が４０件、夫婦・後継者等の３者協定

が１６件、夫婦・後継者夫婦等の４者協定が１２件、経営者・後継者の２者協定が２件となっており、年々計画的に締結が進んでいる。 
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2
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4
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60
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5
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H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

家族経営協定の累積（県南地方）

当該年度

前年度まで

家族経営協定の協定内容

12
2

16 40

夫婦２者協定
夫婦・後継者等の３者協定
夫婦・後継者夫婦等の４者協定
経営者・後継者の２者協定

 

総数 

７０件 
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３ 農業生産の動向 

 

(1) 農業産出額（菌茸類を含む） 

 管内の平成１７年度の農業産出額は３１９億円（前年度と比較して▲１８億３千万円、▲５．４％）で県全体の２,５４０億９千万円（前年度と比較

して▲７２億４千万円、▲２．８％）の１２.６％を占めている。 

 管内の平成１７年度の農業産出額の内訳は最も多いのが米で１２０億９千万円で３７.９％、次いで畜産の９１億８千万円で２８.８％、野菜の６５億

８千万円で２０.６％、花きの１７億１千万円で５.４％、菌茸類の９億８千万円で３.１％の順となっている。 

 管内の農業産出額を方部別内訳は、西白河郡が２２７億５千万円で７１.３％、東白川郡が９１億５千万円で２８.７％を占めている。 

 

県南地方の農業算出額構成割合（平成１７年度）

米
37.9%

野菜
20.6%

果実
1.3%

花き
5.4%

畜産
28.8%

菌茸類
3.1%

その他
3.0%

農業算出額
３１９億円

282 124 4 52 412
17

24

927 534
37

119 506 8171

1,209 658 41
171

918 9895

10,120 4,920 2,670 740 5,290
409

1,260

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単位：千万円

福島県

県南地方

西白河郡

東白川郡

農業算出額（菌茸類含む）の構成割合（平成１７年度）

米 野菜 果実 花き 畜産 菌茸類 その他

 
 
 
 

 「うつくしま農業・農村振興プラン２１」では、農業産出額に菌茸

類を含めているので、本表でも菌茸類を含めて算出した。 
 なお、菌茸類の生産額については、特用林産関係統計書（県農林水

産部森林林業領域）の「栽培きのこ」により算出した。 
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(2) 農業産出額の推移（菌茸類を除く） 

 管内の菌茸類を除く平成１７年度の農業産出額は３０９億２千万円で、農産物価格の伸び悩み、担い手の減少、外国産農産物の輸入増加などにより、

ピーク時であった昭和６０年の４２９億４千万円から１２０億２千万円（▲２８．０％）減少している。 

 しかし、県全体の農業産出額が減少傾向にある中で、県南地方は平成１２年からわずかながら増加傾向を示している。 

 県全体に占める割合は、概ね１１～１２％台で推移している。 

 方部別の農業産出額の推移を見ると平成１２年度以降、西白河郡が２１０～２３０億円台（約７割）、東白川郡が８５～９０億円台（約３割）で推移し

ている。 

282 124 4 52 412 24

927 534 37119 506 71

1,209 658 41171 918 95

10,120 4,920 2,670 740 5,290 1,260

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
単位：千万円

福島県

県南地方

西白河郡

東白川郡

農業算出額の構成割合（平成１７年度）

米 野菜 果実 花き 畜産 その他

農業産出額の推移

3,197 3,018 2,841 2,634 2,464 2,341 2,161 2,300 2,356 2,378 2,302 2,194

1,097 1,173
1,082

1,043
934

870
851 876 903 916 945 898

40,016
37,467

32,361
30,276

27,716 28,033
26,510 26,770 26,750 26,400 25,680 25,000

0
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2,000
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3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

単位：千万円

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000
(単位：千万円

西白河郡 東白川郡 福島県
 

(3) 農家１戸当たりの生産農業所得額と耕地１０ａ当りの生産農業所得額 

 平成１７年度の県内市町村の農家１戸当たりの生産農業所得額の順位を見ると、管内の３町村（中島村３位、矢吹町４位、泉崎村５位）が上位１０位

に入っている。 

 また、耕地１０ａ当たりの生産農業所得額の順位を見ると、中島村が５位となっているほか、矢祭町 8 位、矢吹町 9 位となっている。 

976
1,162 1,216

1,442

1,832
1,734

663 751 661

1,123
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2,000
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生産農業所得（農家１戸当り）
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54 55
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生産農業所得（耕地10a当り）
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(4) 農業算出額の品目別特化係数（平成１７年度） 
 

県南地方

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0

米

野菜

果実花き

畜産

 

西白河郡

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0

米

野菜

果実花き

畜産

東白川郡

0.0

1.0

2.0

3.0
米

野菜

果実花き

畜産

白河市

0.0

1.0

2.0

3.0
米

野菜

果実花き

畜産

西郷村

0.0

1.0

2.0

3.0
米

野菜

果実花き

畜産

 

泉崎村

0.0

0.5

1.0

1.5
米

野菜

果実花き

畜産

 

中島村

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0

米

野菜

果実花き

畜産

矢吹町

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0

米

野菜

果実花き

畜産

棚倉町

0.0

0.5

1.0

1.5
米

野菜

果実花き

畜産

 

矢祭町

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

米

野菜

果実花き

畜産

 
塙　町

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0

米

野菜

果実花き

畜産

 

鮫川村

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0

米

野菜

果実花き

畜産

 

   

特化係数とは、地方の項目別構成比を比較するだけでなく、全体の項目別の構成比で除することにより、地方の産業構造が全体平均と比較してどの程度の偏りを持っているかを調べる方

法である。「地方の構成比÷全体の構成比」という算式で計算される（福島県を１とし、１以上が優位を表す）。 
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(5) 主要農畜産物の生産状況 

 
① 農産物 

 管内における主要農作物の生産は米をはじめ、トマト、レタス、ブロッコリーなどである。平成１７年の作付面積を県全体に占める割合で見ると米が

１２.２％、小麦が５．７％、トマトが２３.６％、レタスが４８．８％、ブロッコリーが３０．５％となっており、レタス、ブロッコリーの作付け面

積は県全体で高い割合を占めている。管内の主要農産物の昭和６０年以降の作付面積の推移を見ると、トマトが平成７年以降横ばいで推移しているほか、

レタス、ブロッコリーなどが年々増加傾向にある。レタス、ブロッコリーは大手外食産業との契約栽培により作付面積を拡大し、また、いちご、そばは

水田の転作作物として年々作付面積が増加しているものである。一方、県南地方の主力作物であったこんにゃくいもは、価格の長期低迷、担い手の問題

等から年々減少しており、平成１５年は２２ｈａと昭和６０年の２.４％まで減少している。また、管内における平成１７年の収穫量を県全体に占める

割合で見ると米が１２.１％、小麦が１１．６％、トマトが２８.０％、レタスが６２．５％、ブロッコリーが４１．４％となっており、レタス、ブロ

ッコリーの収穫量は県全体で高い割合を占めている。 

また、トマト及びレタスの収穫量は白河市が県内で１位の収穫量で、ブロッコリーの収穫量は中島村が県内で２位の収穫量、ほうれんそうの収穫量は

矢吹町が県内で２位の収穫量となっている。 

1,913 256
107

10
121 177

4,768 2,332

38

50

10

350

6,681 2,588

145

60

131
527

51,244 20,576

1,391

3,167

1,438

4,916

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(ha)

福島県

県南地方

西白河郡

東白川郡

水稲品種別作付面積（平成１７年度）

コシヒカリ ひとめぼれ ふくみらい あきたこまち チヨニシキ その他

 

田んぼの学校（塙町：塙小学校） 
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10,129 72,571

10,071 72,129

9,970 72,330

10,583 81,017

10,189 79,611

10,968 87,132
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102 2,968

101 3,249

68 3,302
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※平成７年より調査開始
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② 畜産物 

 平成１８年の管内の乳用牛、肉用牛、豚の飼養戸数は、それぞれ８７戸、５１８戸、３９戸で、昭和６１年と比べると乳用牛で２５．６％、肉用牛で

２８．８％、豚で２．７％となっている。 

 飼養頭数を昭和６１年と比べると、乳用牛で８２．６％、肉用牛で７５．０％、豚が５９．３％となっており、県内市町村別では、乳用牛の飼養頭数

は西郷村が県内の２位飼養頭数で、豚の飼養頭数は鮫川村が県内で 1 位の飼養頭数となっている。 

 飼養戸数、飼養頭数が減少する中、管内の１戸当たりの飼養頭数は、乳用牛で５０頭、肉用牛で１９頭、豚で１，２３７頭となっており、乳用牛、肉

用牛は県平均を上回っている。 

 当管内の畜産は、他の地域と同様に担い手の高齢化や外国畜産物との競合、ＢＳＥ問題、偽装表示、家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関

する法律に基づく処理施設の整備など、畜産農家にとっては非常に厳しい状況下にあるものの、県平均を上回る経営が展開されている。 
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木目沢牧場（泉崎村） 
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JA しらかわ繁殖和牛共進会（白河市） 
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木野内ファーム（泉崎村） 
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③ 花き 

 平成１７年の管内における花きの生産は、栽培面積４,７５４ａ、生産額１５億４千万円（切り花、鉢花、花壇用苗物の合計）で、県内生産額の２３．

０％を占めている。切り花類は栽培面積２,８１３ａ、生産額８億７千万円で、ハイブリッドゆりが中心となり県内生産額の１８.３％を占めている。

鉢物類は栽培面積１,７１６ａ、生産額６億４千万円でシクラメン、カーネーションが中心となり県内生産額の４０.６％を占めている。管内方部別で

は、切り花類が白河市を中心に西白河地方で多く、鉢物類は矢祭町を中心に東白川郡で多い。 
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穂積園芸（白河市(表郷) ）



23 

 23

   管内の方部別統計 
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生産額 栽培面積 

カーネーション 
（矢祭町生産農家） 
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(6) 水稲直播栽培実施状況 

 水稲直播面積は、大規模稲作経営農家やほ場整備を契機に年々導入されている。 

 平成１９年度には管内全市町村で１２６．２ｈａ（農家数８０戸）で実施され、平成１８年度の６１．５ｈａに比べ２倍以上の伸びを示しており、労

働力の省力化、生産コストの低減などのメリットを生産者にＰＲし、水稲直播栽培の定着・拡大を推進している。 

  

2.80
8.07 8.48

10.35
14.45
3.05

18.09

3.20

12.93
0.51 24.89

1.80
30.26

2.10

31.23 31.01
45.38

61.50

125.50

0.70

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

(ha)

Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

県南地方の水田直播栽培面積の推移

湛水 乾田

 
 
 
 
 
 

播種機(打込式点播機)による播種（白河市(大信)「下小屋地区」） 

（平成１９年５月８日現在）
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(7) 農産物直売所及び農産加工グループ 

 厳しさを増す農業情勢の中で、農家は地域で生産されたものや自らが生産したものを加工・販売して農業所得を高めている。 

 また、農産物直売所は消費者との交流の場としても極めて重要な場となっている。 

 さらに、直売所会員自らは、消費者に対し安全・安心を提供するため、トレーサビリティーや食品表示等の研修・勉強会を開催している。 

このような状況の中で、当管内においては組織化された農産物直売所が平成１９年３月末で４０箇所設置されているほか、農産加工グループ（組織）

も１７組が組織化されるなど、地域農産物を活用した付加価値の高い農業生産活動が展開されている。 
農産物直売所 （平成19年3月末）

ＮＯ 市町村 直売所の名称

1 白河市(白河) ＳＵＮ，ちょく，プラザ

2 白河市(白河) 細倉直売所

3 白河市(白河) 白河あぐりふれんず直売所

4 白河市(白河) ＪＲ新白河駅直売所(7/25～10/14)

5 白河市(白河) ＪＡしらかわ農産物直売所２号店「花野果ひろば」

6 白河市(白河) 新白河ライフパーク農産物直売所

7 白河市(白河) 郷の夢農産物直売所

8 白河市(白河) 関辺農産物直売所

9 白河市(表郷) 福寿草

10 白河市(東) 白河市農産物等直売所「ふれあいの里」

11 白河市(大信) 大信農産物等直売所「季来里」

12 西郷村 ＪＡしらかわ西郷支所報徳営業所直売所

13 西郷村 さわやか西郷直売所

14 泉崎村 泉崎直売所

15 泉崎村 瀬知房直売所

16 泉崎村 踏瀬直売所「たんぽぽ」

17 泉崎村 こころや

18 中島村 ＪＡしらかわ野菜選果場直売所

19 中島村 童里夢公園なかじま農産物直売所

20 中島村 菜野花会直売所

21 矢吹町 矢吹町ふるさと産品づくり実践協議会

22 矢吹町 長の実の会

23 矢吹町 矢吹町さわやか農業研究会直売所

24 矢吹町 直売しゅんらん

25 矢吹町 ふれあい直売所

26 矢吹町 やぶき大池直売所

27 棚倉町 ＪＡ東西しらかわ棚倉支店直売市

28 棚倉町 棚倉町農産物直売所「たな菜館」

29 矢祭町 ＪＡ東西しらかわ矢祭農産物直売所「太郎の四季」

30 矢祭町 滝川渓谷農産物直売所「滝川の里」

31 塙町 「道の駅はなわ」〔天領の郷〕農産物直売所

32 塙町 農協直売所（ＪＡ東西しらかわ塙基幹支店）

33 塙町 奥州一番（高城農産物直売所）

34 塙町 青空市

35 塙町 ふるさと宅配便

36 鮫川村 かぼちゃ美人の会

37 鮫川村 戸倉の里づくり寄り合い

38 鮫川村 りんごの里江竜田直売所

39 鮫川村 青生野直売所

40 鮫川村 鮫川村農産物加工・直売所「手・まめ・館」

農産加工組織 （平成19年3月末）

ＮＯ 市町村 農産加工組織の名称

1 白河市(表郷) 農産物直売所（福寿草）

2 白河市(東) 東産直の会企業組合

3 白河市(大信) 大信村みそ加工組合

4 西郷村 川谷生活研究グループ

5 西郷村 追原そば生産組合

6 泉崎村 白河農業協同組合

7 中島村 中島村特産品会食彩会

8 矢吹町 矢吹町ふるさと産品づくり実践協議会

9 矢吹町 ふれあい直売所

10 矢祭町 財団法人矢祭振興公社（ユーパル矢祭）

11 塙町 はなわふるさと物産直売センター組合

12 塙町 常豊なたね会

13 塙町 ひまわり２１

14 塙町 アネッサ

15 鮫川村 鮫川村特産品開発事業組合

16 鮫川村 戸倉の里づくり寄り合い

17 鮫川村 鮫川村農産物加工・直売所「手・まめ・館」  

農産物加工直売所「手・まめ・館」（鮫川村） 
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矢祭町 

１１０% 

西郷村 

１０２% 

矢吹町 

１６０% 

泉崎村 

２２２% 
白河市 

１１０% 

中島村 

２３０% 

棚倉町 

１１４% 

鮫川村 

１９８% 

塙町 

１２５% 

(8) 県南地方の食料自給率 

 平成１９年３月に東北農政局白河統計・情報センターが出した平成１７年度の食料自給率（カロリーベース、概算値）は、県が８２％に対し、県南地

方は１２８％となっている。 

 市町村別では、中島村が２３０％、泉崎村が２２２％、鮫川村が１９８％などとなっており、すべての町村で自給率が１００％以上となっている。 

 

単位：％

品目別自給率

小麦
大豆

（食用）
野菜類 果実 牛肉 豚肉 鶏肉

牛乳・
乳製品

魚介類

福島県 82 287 1 31 95 80 18 7 6 24 66
県南地方 128 506 1 17 200 22 120 354 12 162 5
白河市 110 458 2 14 132 42 93 128 9 59 0
西郷村 102 388 0 7 64 2 102 51 0 448 37
泉崎村 222 883 0 21 405 7 104 942 0 326 0
中島村 230 888 0 8 754 7 284 577 9 204 0
矢吹町 160 572 2 19 399 13 212 127 0 273 0
棚倉町 114 488 0 19 113 4 95 251 0 6 0
矢祭町 110 413 6 34 256 13 18 715 12 126 7
塙　町 125 486 0 26 212 16 135 145 109 77 0

鮫川村 198 709 0 43 192 5 258 5,281 0 487 0
資料　県南地域における食料自給率の現状（平成１９年３月）　東北農政局白河統計・情報センター

区分
総合自給

率
米

市町村別食料自給表（平成１７年度概算）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食料自給率とは 
 食料自給率は、国内の食料消費全体のうち、国内の農業生産がどの程

度賄えているかを示す指標として使われおり、食料自給率をより身近な

ものとするため、地域の食料自給率を出している。 
 試算は、既存公表資料を基に、農林水産省の「地域食料自給率試算ソ

フト」により行われている。 

カロリ ーベ ース 各都道府県民１人・１日当たり各都道府県産熱量

食 料 自 給 率 各都道府県民１人・１日当たり供給熱量
(%)＝ × 100

畜産物の品目別自給率の注意点 
畜産の品目別自給率は、地域によっては高く計算されるが、これ

は、品目別自給率が重量の比率で計算されることによるものであ

る。しかし、飼料穀物の多くは輸入に依存しており、それにより育

成された生産物は厳密には自給とはいえない。 
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４ 生産基盤の整備状況 

 

(1) ほ場整備 

 平成１８年度における管内の整備対象面積１８,０４２ｈａ（水田１２,２７４ｈａ、畑５,７６８ｈａ）のうち、整備された面積は９,９４９．９ｈａ

で５５．１％の整備率となっており、福島県全体の整備率５８．２％を若干下回っている。 

 このうち、田は８,０７３ｈａで６５.８％（県全体で６７.６％）、畑は１,８７６.９ｈａで３２.５％（同３６.４％）の整備率となっている。 

 また、管内の概ね１ｈａ以上の整備済み水田面積は、６５.１ｈａとなっている。 

                       

9,949.9 8,092.1

88,887.4 63,812.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県南地方

福島県

ほ場の整備率（平成１８年度）

整備面積 未整備面積

8,073.0 4,201.0

72,216.3 34,683.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県南地方

福島県

水田の整備率（平成１８年度）

整備面積 未整備面積

1,876.9 3,891.1

16,671.1 29,128.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県南地方

福島県

畑の整備率（平成１８年度）

整備面積 未整備面積

 経営体育成基盤整備事業    
「下小屋地区」（白河市(大信) ） 
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(2) 農用地の利用集積状況 

 管内の認定農業者等に利用集積された農用地面積は、平成１８年３月度末現在４,４１６ｈａで、その内訳は、自己所有地が２，３３５ha(５２．９%)、

借入地が８９２ha(２０．２%)、作業受託が１，１８９ha(２６．９%)となっている。 

600 177 545

1,735 715 644

2,335 892 1,189

27,554 11,527 10,141

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(単位;ha)

福島県

県南地方

西白河郡

東白川郡

農用地利用集積面積の構成割合（平成１７年度）

自己所有地 借入地 作業受託

 
(3) 経営耕地規模別農家数 

 管内の平成１７年における経営規模別農家数の中で最も多い階層は０．５～１.０ｈａで全体の２８.８％を占め、次いで１．０～１.５ｈａの２１．

０％、０.５ｈａ未満の１３.４％となっており、１．０ｈａ未満の層が全体の約４０％を占めている。 

637 1,291 708 314 209 138

520 1,198 1,103 822 933 771

1,157 2,489 1,811 1,136 1,142 909

13,850 25,683 15,534 9,375 9,436 7,946

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(単位;戸)

福島県

県南地方

西白河郡

東白川郡

経営耕地規模面積規模別農家数（販売農家）の構成割合（平成１７年度）

0.5ha未満 0.5 ～ 1.0 1.0 ～ 1.5

1.5 ～ 2.0 2.0 ～ 3.0 3.0ha以上
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５ 農業集落排水処理施設の整備状況 

 

 農業集落におけるし尿、生活雑排水などの汚水処理対策は農村の生活環境の改善の面から、また、公共用水域の水質保全上からも極めて重要な課題であ

る。 

 このため、当管内ではいち早く農業集落排水処理施設の整備に取り組み、公共下水等を含めた普及率は７２．７％（うち、農業集落排水２４．４％）と

なっており、県平均の６４．８％（うち農業集落排水６．０％）を上回っている。 

 

12.3% 16.4% 24.3% 47.0%

28.3% 36.8% 14.1% 20.8%

24.4% 31.7% 16.6% 27.3%

6.0% 42.7% 16.1% 35.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

県南地方

西白河郡

東白川郡

汚水処理人口普及状況（平成１７年度）

農業集落排水 公共下水 合併浄化槽 未整備

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 農業集落排水統合補助事業（白河市「五箇中央地区」） 
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６ 基幹的農道の整備状況 

 

 基幹的農道は、農業生産活動、農産物流通等の農業用の利用を主体とし、併せて農村の社会生活活動にも利用される道路であり、農村地域の基幹的な農

道である。例えば、数集落、数市町村にまたがる農業地域内を連絡する農道、またはこれらの農業地域と国道、県道等を連絡する農道であり、農業用資材

の搬入、農産物の輸送、集落間または農村と都市との社会生活上の交通に利用されており、その整備は極めて重要である。 

 うつくしま農村整備プラン２１（福島県第５次土地改良長期計画 計画期間：Ｈ１３～Ｈ２２）から見た、管内の基幹的農道の整備状況を見ると、平成

１３年度から５年間で整備延長２７，６５２ｍとなっている。 

 

※ 本グラフでは、基幹農道として、一般農道整備事業で整備した農道のほか、広域営農団地農道整備事業（広域農道）、農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業（農免農道）、

ふるさと農道緊急整備事業で整備された農道を舗装ベースで集計している。 

 

基幹農道の整備状況（H13からの推移）

8,714

13,741

21,463

24,837

27,652

55,883

111,551

143,652

183,041

213,205

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

単位：m

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000
単位：m

県南地方累計
福島県累計

 

 

 

広域営農団地農道整備事業

「東白川地区」（鮫川村） 

江竜田大橋 
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７ 林業の動向 

 

(1) 森林面積 

 当管内は県北、県中、白河市及び西白河郡を包括する阿武隈川森林計画区と東白川郡を包括する奥久慈森林計画区の２つの森林計画区を有している。 

 平成１７年度末の管内の森林面積（民有林・国有林）は、８１,７６７ｈａで、県全体の森林面積の９７１,４７１ｈａの８.４％を占めている。この

うち民有林面積は、４９,４８４ｈａで県全体の民有林面積の５６２,６６９ｈａの８.８％を占めている。 

 また、管内における民有林面積の人工林・天然林面積を見ると、人工林面積が２３,８９６ｈａ（４８.３％）で、天然林面積が２４,８７４ｈａ（５

０.３％）となっており天然林面積が若干多くなっている。 

 東白川郡を包括する奥久慈森林計画区は特に古くから奥久慈林業として有名であり、民有林面積２７,１００ｈａのうち人工林面積が１５,６１１ｈａ

（５７.６％）を占めており、県内でも有数の人工林優良材の供給地域となっている。              （福島県森林・林業統計書 H17 年度） 

21,633 27,100

10,650 22,384

32,283 49,484

408,801 562,669

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福 島 県

県南地方

西白河郡

東白川郡

(単位;ha)

国有林と民有林の構成割合（平成１７年度）

国有林 民有林

15,611 11,287 202

8,285 13,587 512

23,896 24,874 714

204,948 344,217 13,504

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福 島 県

県南地方

西白河郡

東白川郡

(単位;ha)

民有林の人工林・天然林の構成割合（平成１７年度）

人工林 天然林 その他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

適正に管理された森林

（矢祭町）
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(2) 森林蓄積 

 平成１７年度末の管内の人工林材積は８,８５７千ｍ３で、県全体の５９,１３９千ｍ３の１５.０％を占めている。 

 また、管内の１ｈａ当たりの人工林材積は３７１ｍ３/ｈａであるが、奥久慈森林計画区では４１０ｍ３/ｈａと県平均の２８９ｍ３/ｈａの１.４倍とな

っている。 

8,857 50,282

8,153 50,282

7,853 43,397

6,808 36,120

5,597 29,590

4,562 22,958

3,458 16,215

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

Ｓ５５

Ｓ６０

Ｈ２

Ｈ７

Ｈ１２

Ｈ１６

Ｈ１７

(千m3)

県全体に占める人工林材積の推移
県南地方 県南以外

491

798

378

150 113
25 46

455

1,275

1,849
1,988

1,288

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

(千m3)

白河市 西郷村（表郷村）（東村） 泉崎村 中島村 矢吹町（大信村）棚倉町 矢祭町 塙町 鮫川村

県南地方の市町村別人工林材積（平成１７年度）

 

 

１ha当たり人工林材積の推移

118
142

180

221

259

297 297

163

214

260

318

364 364

410

147

188

231

283

327
341

371

106

141

175

212

251

285 289
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300
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Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１６ Ｈ１７

(m3/ha)

西白河郡 東白川郡 県南地方 福島県
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(3) 造林面積 

 管内の平成１７年度の造林面積は１４.０５ｈａであり、昭和５５年度の２３６ｈａの６．０％にまで激減している。 

造林面積の推移

71
45 36 32 30.13 15.64 23.1 13.41 14.05

236

140

93

1,263

759
656 609 625 670

466 441 446 518

2,751

1,929

0

50

100

150

200

250

Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

(ha)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

(ha)県南地方 福島県

 

 

(4) 間伐面積 

 管内の平成１７年度の間伐面積は６１９ｈａであり、昭和５５年度の１,０２７ｈａの６０．３％に減少している。 

間伐面積の推移

350
484 448 425 464

585 599 590 619

1,027

762 788

6,064

1,964
2,304 2,243

3,831
3,473

4,478 4,659

3,761
4,207

3,394 3,337

0

200

400

600

800

1,000

1,200

Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

(ha)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

(ha)県南地方 福島県

 
 

森林施業（枝打ち：鮫川村） 

森林施業（間伐：矢祭町） 
森林環境交付金事業（重点枠） 

県産間伐材の活用 
（矢祭もったいない図書館） 
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(5) 林産物の生産状況 

 
① 素材生産の状況 

 管内の平成１６年の素材生産量は１１４千ｍ３であり、平成１０年の５５．９％となっている。 また、県全体に占める割合を見ると、平成１０年の

２３.９％をピークに２０％前後で推移している。 

素材生産量の推移

187 185 195
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157
129 116 111 114
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東白木材市場（塙町） 

協同組合奥久慈木材流通センター木質バイオマス利用
ペレットストーブ（鮫川村手まめ館） 

大型製材工場（塙町：協和木材(株)） 
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② 生しいたけ・乾しいたけ・木炭の生産状況 
 平成１７年の生しいたけ・乾しいたけ・木炭の生産量はそれぞれ、９２０，０３０㎏・９，６５０㎏・１２７，４１０㎏となっており、県全体に占め

る割合はそれぞれ、３２．６％・１３．０％・１７.０％となっており、生しいたけの生産量は大きなウェートを占めている。 

また、木炭は鮫川村が県内で 2 位の生産量で、生しいたけは白河市が県内で 1 位の生産量となっている。 
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127,410 622,454

129,550 681,325

302,100 1,025,087

481,500 1,448,900

569,500 1,013,181
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しいたけ植菌体験活動   

（塙町立常豊小学校） 

特用林産（菌床栽培）

特用林産（原木栽培）
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(6) 保安林の指定状況 

 管内における平成１７年度の保安林指定面積は４,０２９ｈａで、昭和５５年度末の保安林指定面積２,２８６ｈａの１７６％にまで伸びている。 

 山地災害の防止や水資源のかん養、生活環境保全・形成等の働きが特に重要な森林については、市町村、森林所有者の協力を得ながら保安林に指定し、

その機能を効果的に発揮させるための治山事業を計画的に進めている。治山事業は保安林内の森林の維持造成を通じて、山地に起因する災害から県民の

生命・財産を守り、また、水源のかん養、生活環境の保全・形成を図る重要な政策の一つであり、安全・安心のできる暮らしの実現を図る上で、必要不

可欠な事業である。 

保安林面積の推移
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(7) 林道の整備状況 

 管内における平成１７年度の林道延長は３８２，２９９ｍで、県全体の林道延長の４,０１４,０４６ｍの９.５％を占めている。 

 林道密度は７.７３ｍ/ｈａで県平均の林道密度７.１３ｍ/ｈａを若干上回っており、東白川郡については１０.８０ｍ/ｈａと県内で最も高い林道密度

となっており、素材生産に大きく貢献している。 

林道延長の推移
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ふるさと林道緊急整備事業 

「川辺折篭線」（塙町） 

 

木材を利用した治山施設 

H16 入山地区（矢祭町）丸太木柵工
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８ 林業の担い手 

 

(1) 森林組合 

 管内には白河市と西白河郡を包括する西白河地方森林組合と東白川郡を包括する東白川郡森林組合の２森林組合

がありそれぞれ昭和４２年度に設立された。 

 森林組合は植林・保育・間伐・主伐まで森林施業の中心的な担い手であり、森林の公益的機能の発揮、森林林業

教育等地域に果たす役割は大きい。しかしながら、林業の採算性、労働力の高齢化、担い手の減少など林業情勢を

取り巻く環境の低迷から森林組合においても大きな影響を及ぼしている。 

 管内森林組合の事業規模を見ると、西白河地方森林組合では、木材生産活動が極端に減少しており、東白川郡森

林組合では新植（造林）事業が縮小している。 

 また、平成１７年度の作業班員数は２７人で、平成２年度の７６名と比べ６４．５％減少しており、県平均の減

少率４９.６％を上回っている。 

 また、作業班員の年齢階層を見ると、６０歳以上の作業班員が第１位を占めており、高齢化・後継者等の問題が深刻である。 
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県全体に占める作業班員数の推移
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林業体験による下草刈（矢祭町） 

森林病害虫防除（白河市） 
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(2) 緑の少年団 

 平成１８年度における管内の緑の少年団数は２１団設立されており、団員数は１,５０７名である。 

 次代を担う子どもたちの森林・林業への意識の高揚を図るとともに、身近な環境緑化活動等を推進するために、林業普及指導職員が中心となって、緑

の少年団の育成・強化のための指導・支援を実施している。 

 
          

緑の少年団員数

1,507

4,997
県南地方

県南以外

県南地方の緑の少年団一覧
（平成１８年１２月３１日現在）

男 女 合計

福島県 １１６団 3,282 3,222 6,504

矢祭町 矢祭山みどりの少年団 S49.10.5 18 16 34

泉崎村 泉崎第二小学校緑の少年団 S50.4.30 42 54 96

矢吹町 矢吹小学校緑の少年団 S55.5.27 20 6 26
白河市（大信） 大屋小学校みどりの少年団 S56.5.11 20 21 41
白河市（表郷） 表郷小学校緑の少年団 S57.5.21 77 77 154

鮫川村 西野緑の少年団 S60.4.1 22 16 38

西郷村 米小学校緑の少年団 H1.11.4 44 29 73

塙　町 高城小学校みどりの少年団 H2.6.16 25 24 49
白河市（白河） 白河第四小学校緑の少年団 H3.5.1 43 34 77
白河市（白河） 五箇小学校緑の少年団 H3.5.1 11 23 34
白河市（白河） 白河第五小学校緑の少年団 H3.5.1 35 31 66
白河市（白河） 関辺小学校緑の少年団 H3.5.1 34 27 61
白河市（白河） 小田川小学校緑の少年団 H3.5.1 45 63 108
白河市（白河） 白河第三小学校緑の少年団 H3.5.1 55 47 102

棚倉町 社川みどりの少年団 H6.6.28 43 46 89
白河市（大信） 信夫一小みどりの少年団 H7.6.2 36 37 73
白河市（白河） 白河第一小学校緑の少年団 H9.7.17 39 45 84
白河市（白河） 白河第二小学校緑の少年団 H10.7.1 59 64 123
白河市（白河） みさか小学校緑の少年団 H11.4.27 48 40 88
白河市（大信） 信夫第二小学校みどりの少年団 H18.4.18 24 11 35

西郷村 川谷小学校緑の少年団 H18.4.29 27 29 56

合　計 ２１団 767 740 1,507

資料　県南農林事務所

市町村名 少年団名 結成年月日
団員数（人）

 

第５７回地方植樹祭（白河市南湖公園） 
白河第一小学校緑の少年団 

緑の少年団員数 

6,504 人 
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９ 平成１８年度の災害 

 

平成１８年度における管内の農業災害は、被害発生回数５回（風害、ひょう害、湿害等）、被害額約５，７００万円で、ほとんどが平成１９年１月７日

の風害によるパイプハウスの被害（約３，７００万円）であった。 

  

水害（平成 10 年） 雪害（平成 17 年） 風害（平成 18・19 年） 

 

低温・日照不足（平成 15 年） 

 

 

 

17.1.16 

森林被害（塙町） 

17.1.16 

いちごハウスの倒壊（矢祭町） 
10.8 

トマトハウス損壊（白河市(白河) ） 

10.8 

農道崩壊（西郷村） 
15.6 

トマト灰色かび病（鮫川村）

15.6 

ブドウ晩腐病（白河市(白河) ） 

農地災害を中心に１３２億１千万円の被害 水稲を中心に２６億９千万円の被害 

18.4.3 

パイプハウスの倒壊（塙町）

19.1.7 

パイプハウスの倒壊（中島村）

19.1.7 

パイプハウスの倒壊（矢吹町） 
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１０ 農業・農村及び森林の多面的機能の評価 

 

 平成１５年３月に東北農政局福島統計情報事務所白河出張所が発行した「輸入はできない多面的機能」では、管内の農地・森林の各種機能について

経済的評価が行われた。 

 管内の農地と森林の多面的機能の評価額は、農地が２８４億円、森林が１,９４２億円で、合計２,２２６億円となっています。 

 農地と森林を合わせた評価額の最も大きい市町村は塙町の４２６億円で、農地と森林別では農地が白河市の４５億円、森林が塙町の４０６億円とな

っている。 

 農地・森林の多面的機能の発揮には耕地・森林を適正に管理していくことが大切であり、耕地・森林の所有者、農業・林業の担い手などの果たす役

割は非常に大きく、当所としても多面的機能の維持・発揮に向けた支援を行っていく。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

多面的機能とは 
 農業・農村や森林は、食料や木材等を安定的に供給する

基本的な役割を果たすとともに、その生産活動を通じて、

洪水、土壌侵食の防止等の国土保全や自然環境、緑豊かな

景観の維持、都市住民の憩いの場の提供、土壌・大気の浄

化等の機能を持っており、これらを農業・農村及び森林が

持つ多面的機能といいます。 
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市町村別評価額 

970億円

49.9%

269億円

13.9%

203億円

10.5%

195億円

10.0%

305億円

15.7%

土砂流出防止 土砂崩壊防止 水質保全 洪水防止 その他

 森林の多面的機能の割合 

評価総額 

１,９４２億円

11億円

3.9%

7億円

2.5%34億円

12.0%

94億円

33.1%

138億円

48.6%

洪水防止 水資源かん養 保健休養やすらぎ 土壌浸食防止 その他

農業の多面的機能の割合 

評価総額 
２８４億円 

1,942億円

87.2%

284億円

12.8%

農業の機能

森林の機能

  農業・森林の多面的機能の割合 

評価総額 

２,２２６億円



41 

 41

１１ 地産地消 

(1) 地産地消とは 

 「地産地消」とは、「地元生産－地元消費」を略した言葉で、「地元で生産されたものを地元で消費する」という意味で、特に

農林水産業の分野で使われている。 

 「地産地消」は、消費者の食に対する安全・安心志向の高まりを背景に、消費者と生産者の相互理解を深める取組みとして期待されている。 

 福島県では、２１世紀の新しい県づくりの推進に当たり、効率性を追求する考え方だけでなく、いわゆる「結」の精神を基調として、地域の資源や環

境に改めて着目し、地域における人、もの、情報等の交流と経済の循環を活性化することにより、地域や県全体の魅力を高めていこうと「福島県地産地

消推進プログラム」において明らかにし、平成１４年度から概ね３年を重点取組期間として取り組み、各地域、各分野において多様な取組みを展開する

ことにより、「地産地消」の意義を多くの県民が理解するようになるなど、大きな成果をあげてきたところである。 
 しかしながら、「地産地消」を効果的に推進していくためには、地域通貨の取組みをはじめ、県民自らの主体的な活動が重要であるとともに、消費者・

生産者・関係団体を含めた県民各層の連携と協力が必要であることから、その主体的な取組みのもと、全県的な幅広い運動として進めていくこととし、

平成１７年度から概ね３年を定着期間と位置づけた取組みを推進する。 
 
(2) 県南農林事務所における主な取り組み 

① 県庁実践プログラム 
 ■物品等における県産品利用の推進 

  →会議・研修会等における地元産品（弁当・飲料等）の使用 

 ■公共施設等の県産材等の利用の推進 

  →公共工事等における木材利用工法、県産木材の使用（工事看板、防護柵、治山ダム） 

  →小中学校等に対する木材を使用した机・椅子の導入支援 

② 地域産品利用支援プログラム 
 ■農林水産物の消費拡大 

  →福島県オリジナル品種「ふくみらい」のＰＲ 

  →地元農林産物を活用した料理教室の開催 

  →地元農林産物の試食・ＰＲ・出前講座 

  →アグリビジネス活動の支援 
③ 地域資源活用プログラム 

 ■県内観光・レクリエーションの推奨 

  →県南地方グリーン・ツーリズム推進会議の運営 

  →グリーン・ツーリズムイベントの広報・ＰＲ 
 
 

アグリビジネス活動（矢祭町）地場産品を生かした給食（西郷村）

治山ダム（矢祭町 入山地区） 

表郷小学校に導入された机・椅子 

平成 18 年度米飯拡大推進ﾎﾟｽﾀｰｺﾝｸｰﾙ

最優秀賞 
（白河第三小５年）
角田千春さんの作品

佳作 
（表郷中２年） 

渡邊望華さんの作品 


